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　　一人暮らしの要介護者の健康診断システム

○蓮田 裕一（帝京大）、清水 裕章（宇都宮工業高）、小泉 喜徳（栃木工業高校）

WRO(World Robot Olympiad)の自由製作分野(オープンカテゴリー)は競技部門に比べて費用が5倍かかることと、プレゼン
が英語で行うことが日本チームの大きな負担となり、参加を見送ることが続いていた。2008年のWRO横浜大会以降、指導を
強化し、2014年の審査員特別賞などを得ている。オープンカテゴリーに参加した高校生が培った英会話を駆使して、日本ロ
ボット学会主催の国際会議でBest Awardを受賞しているなど、国際会議で7件の発表、5件の受賞をしている。自由な発想に
よるロボット製作と英語力の強化は生徒たちに大きな刺激を与え、世界的な視野を持つエンジニアとしての地歩を築く教育的
効果を招いていることを報告している。

関連画像

情報電子工学科　学会発表

第1回ロボット技術教育シンポジウム

自律型ロボットの設計製作を通した世界的な視野を持つエンジニアの育成

【発表者について】○は発表者


